
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演 題：「検地を通して見る中世から近世への移行」 

講 師：東京都立大学 副学長兼大学教育センター長 

人文社会学部 教授  谷口 央先生 

 
 

【お問い合わせ先】 一般社団法人東京都立大学同窓会事務局 
TEL：042-670-7702 
e-mail：tmu-al@tmu.ac.jp 

谷口 央先生は、日本史、とりわけ戦国時代から近世にかけての歴史研究で重要な業績をあげて

いる研究者です。徳川家康が五カ国領国時代に実施した五か国総検地に関心を持ったことを契機

に近世初期の研究を始め、現在は徳川氏の検地に加え、太閤検地も研究対象としています。ま

た、小牧・長久手の戦いから豊臣政権の成立過程へと関心を広げ、研究を進めています。現在放

映中のNHK大河ドラマ「豊臣兄弟！」の特集番組であるNHK「豊臣政権サミット」にも出演されま

した。今回の記念講演会では、10月初旬に刊行された「検地を通して見る中世から近世への移

行」をテーマにご講演いただく予定です。 

一 般 社 団 法 人 東 京 都 立 大 学 同 窓 会  

2026年 11月 3日(火・祝) 14：00～15：00 

会場：南大沢キャンパス 1号館 120教室 

・1970年三重県生まれ 
 
・2000年 名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程修了、2003年 博士(歴史学)学位取得 
 
・2003.4～2006.3：日本学術振興会特別研究員（ＰＤ） 
 
・2008年 7月：首都大学東京 都市教養学部 人文・社会系 准教授 

2016年 4月より教授  

・＜現在＞東京都立大学 副学長兼大学教育センター長・人文社会学部 教授 

 人文社会学部 人文学科 歴史学・考古学教室  

人文科学研究科 文化基礎論専攻 歴史学・考古学分野 ご担当 

  日本近世史 

Tokyo Metropolitan University Alumni Association 


